
2006年4月のエネルギーの使用の合理化に関する法年間3,000万トンキロ以上を輸

送する荷主事業者は特定荷主に指定され、CO

2排出量の

削減が求められることとなりました。

当社グループ全体での貨物輸送量（主要製品輸送量と

輸送距離の積、単位：トンキロ）は、2005年度では2004

年度よりやや減少しているものの、経年では増加傾向にあ

ります。理由として考えられるのは、出荷台数の増加や、製

品1台あたりの重量増加があげられます（右記「製品重量

の変化」参照）。

当社グループの製品は精密機械であり、物流に際しては

細心の注意が必要です。今後は輸送量や輸送距離の測定、

輸送に伴うCO2排出量算出の正確性をあげるとともに、削

減に向けモーダルシフト宿琶

物流における環境負荷

出荷時の梱包材削減とキャスターの再利用

従来、製品に付随するパーツ類はプラスチック容器に入

れ、プラスチッ


